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車軸藻類(車軸藻目)は湖沼や水田等に生息する植

物群で，日本においては 1960年代までに分布及び分類

学的研究が一応完了し，4属74"種以下分類群"(以降"

種類"とする)の存在が明らかになっている(広瀬・

山岸 1977)。特に湖沼に生息する車軸藻類は，水生維管

束植物の生息域(水草帯)よりやや深い湖底に繁茂し，

いわゆる"車軸藻帯"を形成している (Kasaki1964)。

Kasaki (1964)は日本各地の46湖沼の車軸藻類の分布

及び生態を調査し (Fig.1) ，4属31種類の生育を明ら

ヵ、にしている。

都井の頭公園の池には現在その姿を全く見せないし

(加崎未発表)，原産地以外の唯一の生息地であった群

馬県宮城村原の沼では1965年に養鯉を始めたため絶滅

したと言われている(橋本 1987)。また，最近筆者等が

実施した日本産の車軸藻類の現在における分布の予備

的調査でも，ホシツリモ [Nitellopsisobtusa (Desv.) J. 

Gr.)及びハコネシヤジクモ(白銅globularis百 ui11.var. 

hakonensis Kasaki)が絶滅した可能性が極めて高い事が

示唆された(野崎他 1994)。

ところが近年，車輪藻類の日本における分布の減少

及び消失が水草類の調査・採集から示唆されるように

なってきた。たとえば日本固有変種であるイノカシラ

フラスコモ (NiteJJamirabilis N'Ordst. ex J. Gr. var. 

inokashiraensis Kasaki ex R. D. Wood)は現産地の東京

*現住所:T 113東京都文京区本郷7-3-1東京大学大学

院理学系研究科生物科学専攻進化多様性生物学大講座
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湖沼における車軸藻類の現在の分布状況を調査する

ことは，本藻類群の保全のための基礎資料となるだけ

でなく，日本の湖沼における水環境の実状を明確にす

る事にもつながると言えよう。このような視点で，筆

者らは約30年前の分布のデータがある全国の46湖沼

(Kas紘i1964)の再調査を開始した。今回は 10湖沼(北

印勝沼は1964年には印搭沼と分離していなかったので

当時の9湖沼に相当)の調査結果を報告する。また，前

回の報告の結果(野崎他 1994) を加え，計 14湖沼に

おける車軸藻類の分布状況と本藻類群の種の生存の危

機的状況について議論する。
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調査方法

調査は 1994年6月から 10月に実施した。これは一

般的に車軸藻類が繁茂していた時期 (Kas法i1964)に

あたる。調査方法は原則として Kasaki(1964) に準じ

た。すなわち，ボート上から錨型の車軸藻採集器を用

いて湖底から車軸藻類を引っかき上げるという方法を

用いた。各i胡の調査地点はKasaki(1964)に準じたが，

地元の研究者または漁業関係者等から得られた最新

の"水草"の生育状況をも参考にした。透明度の高い

所では，ボートの上で水面から湖底を直接観察して，生

育の有無を確認した。透明度が低い等の理由で直接観

察できなかった場合は，湖の岸から 10m以内の場所を

錨型の車軸藻採集器を用いて湖底から 10から 25図引

き上げた。透明度は透明度盤(離合社，東京)を，温度

とpHは野外pHメーター SA230 (Orion Research， MA， 

U.S.A.)を用いて測定した。

調査結果

今回の 10湖沼での車軸藻類の出現種の有無及び藍

藻の水の華の出現状況・水生維管束植物の生育状態は

次のとおりであった。前回の報告(野崎他 1994)の結

果をも含めた計14湖沼における現在の車軸藻類の分布

と30年前のデータ (Kasaki1964) を対比したものを

Table 1にまとめた。

1.千葉県手賀沼 (1994年6月 13日，水温24t，pH8.0，

透明度約0.5m)

Microcystis spp.等の藍藻の水の華が大量に発生して

いた。過去に車軸藻帯・水草帯のあったとされている

手賀沼大橋より西(加崎未発表)を中心とした3ヶ所

で採集器を用いて調査したが，車軸藻類の生育は確認で

きなかった。岸辺にはガマ，アシが生育していたが，沈

水性及び浮水性の水生維管束植物は確認されなかった。

3 

Fig. 1. Forty six 1akes in Japan from which K血球(1964)問叩rdedcharaiean species. 1 : Lake Abashiri， 2: Lake To白白u，3・LakeAk叩，4:

Lake Toro， 5 : Lake Shikaribetu， 6: Lake Utonai， 7: Lake Kuttar弘8:Lake Onuma， 9: UホeJu阻n，10: Lake Tsugaru-j町甘ko，11 : Lake Sakyo， 

12: Lake Takahoko， 13 : Lake Ichiyanagi， 14: Lake Tarnogi， 15 : Lake Ogawara， 16: Lake Tsuta， 17 : Lake Towada， 18: Lake Hachirogata， 

19・LakeInawashiro， 20: Lake Hinuma， 21 : Lake Kasumigaura， 22: Lake Chuzenji， 23 : Lake Yunoko， 24: Lake Oze， 25 : Lake Tatara， 

26・LakeInba (including Lake North Inba) ， 27・LakeTega， 28: Lake Ashinoko， 29: Lake Yarnanaka， 30: Lake Kawaguchi，31 : Lake 

Matsubara， 32 : Lake Suwa， 33 : Lake Kizaki， 34: Lake Nakats凹 a，35: Lake Nojiri， 36: Lake Kahokugata， 37: Lake Imaegata， 38: Lake 

Kibaga阻，39・LakeShibayarnagata， 40: Lake Biwa， 41 : Lake Togo， 42: LakeShi吋i，43:Lake Jin回i，44・LakeB削刊，45・LakeImu阻，46:

Lake Ikeda 

1.網走湖，2.1寿沸湖， 3.阿寒湖， 4.堵路湖， 5.然別i胡， 6.ウトナイ湖， 7.倶多楽i胡， 8.大沼i朗， 9.十三i胡， 10.津軽十二湖， 11. 
左京沼， 12.鷹架沼， 13.市柳沼， 14.図面木沼， 15.小川原湖， 16蔦沼， 17.十和田湖， 18.八郎潟， 19.猪苗代湖， 20澗沼， 21. 

霞ヶ浦， 22中禅寺湖， 23.湯の湖， 24.尾瀬沼， 25多々 良沼， 26印搭沼， 27手賀沼， 28芦ノ湖， 29.山中湖， 30.河口湖， 31. 

松原湖， 32.諏訪湖， 33木崎湖， 34.中網湖， 35.野尻i胡， 36.1可北潟， 37今江潟， 38木場潟， 39柴山潟， 40.琵琶湖， 41.東郷

池， 42.宍道湖， 43.神西湖， 44.崎竜i胡， 45.蘭牟田池， 46.池田湖
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2.千葉県北印施沼(1994年6月13日，水温25'C，pH7.7-

8.1，透明度約 1m) 

Microcystis spp.等のlA藻は水の華状態にはなってい

なかったが，集塊が水中に浮遊していた。甚兵衛大橋

付近(調査地点は地元の漁業関係者の情報に基づく)

の付近の4ヶ所で採集器を用いて調査したが，車軸藻

類の生育は確認できなかった。水生維管束様物はオニ

ピシ・ハスが少量存在したが，沈水生のものは確認さ

れなかった。

3.千葉県印纏沼

地元の漁業関係者の情報に基づき以下の地点を採集

器を用いて調査したが，車軸漆の生育は確認されな

かった。

船戸大橋付近の東西4ヶ所 (1994年6月13日，水温

29'C， pH9.7，透明度O.4m)

Microcystis spp.等の藍藻が大量に水の華を形成して

いた。 lヶ所でマコモ・アシが観察された。沈水生の

維管束植物はクロモを 1本引き上げただけであった。

同地点東西2ヶ所 (1994年8月26日，水温28'C，

pH7.8，透明度O.5m)

Microcystis spp.が大量に水の華を形成し，船戸大橋

付近のボート乗り場の辺りを覆っていた。調査した

2ヶ所のうち， 1ケ所ではヒシが水面を夜い，もう lケ

所ではマコモが繁殖していたが，沈水性のものはな

かった。

阿門橋付近 (1994年9月13日，水温28'C，pH 7.5，透

明度0.6m)

Microcystis spp.は水面で水の華を形成していなかっ

たが，水中では集塊で存在していた。ヒメピシが繁茂

していた。

手取川河口付近 (1994年9月13日，水温26'C，pH7.7，

透明度0.5m)

Microcystis sppは水中で集塊となって存在してい

た。エピモ，コカナダモが生育していた。

4.栃木県湯の湖(1994年9月9日，水温16'C，pH7.0，透

明度4-5m)

i胡の水辺を一周し， 15ケ所で採集器を用いて調査し

た。そのうち，6ヶ所でオオフラスコモ (Nitellaf1exilis 

Agardh v訂.Jongi.ゐ，JiaBraun) ， 1ケ所でカタシヤジクモ

(Chara gJobuJ.且risvar. gJobuJ.卸 s)が生育している事が確

認された。コカナダモが湖底全体に大量に繁茂してい

た。

なお， Kasaki (1964) がヒメフラスコモ (Nitella

f1exilis var. f1exilis)と同定していた湯の湖のものが，正

確にはオオフラスコモであることが今回判明した。

5.栃木県中禅寺湖 (1994年9月9日，水温22'C，pH8.3 

透明度 11-12m)

西岸の千手ヶi兵と菖蒲ヶ浜を水面から直接観察しな
がら採集器を用いて調査した結果，シヤジクモ (Chara

braunii Gme1in)が双方に，カタシヤジクモが菖蒲ヶ浜

に，また，ヒメフラスコモが千手ヶ浜に生育しているの

が確認できた。また，コカナダモが湖底に大量に繁茂

していた。

6.北海道大沼湖 (1994年9月22日。水温19-21'C， pH 

6.7-7.9，透明度0.5・1.6m)

Microcystis spp.等の藍藻の塊が浮遊していたが，水

の華にはなっていなかった。水辺を一周し， 11ヶ所で

採集器を用いて調査したが車軸藻は確認できなかった。

水生維管束植物はヒルムシロ，コウホネ，タヌキモ，ヒ

ツジグサ，ヒシ(少量)，マツモ(少量)，フサモ，クロ

モ，セキショウモが確認された。

大沼湖漁協によると 1975年頃ソウギヨ

(Ctenophru抑留odonidellus)の稚魚、が3，αm匹放流され，
1984年ころから藍藻の水の華が発生し始めたという。

7.茨城県霞ヶ浦(1994年 10月18日，水温21'C，透明

度0.3-0.8m)

Microcystis spp.とOscillatoriaagardhu Gomontが優占

していたが，水の華状態には至っていなかった。水草

が生育している 5ヶ所(国立環境研究所の情報によ

る)で採集器を用いて調査したが車軸藻の生育は確認

できなかった。アシが4ヶ所で，アサザが1ヶ所で確

認された。

8.長野県木崎湖 (1994年 10月27日，水温 17-18'C，pH 

8.2-9.0，透明度5-6m)

水辺を一周する 20ヶ所で水面より直接観察しなが

ら採集器を用いて調査した。車輸藻の生育は確認され

なかった。水生維管束植物のヨシ，ジ、ユンサイが一部

の水辺に生育していたが，沈水性のものは確認されな

かった。

ソウギョが放流されているとの事である(地元の観

光業関係者の情報による)。

9長野県青木湖 (1ω99舛4年10月2幻7日，水j温昆Iη7'C，pH8.3 

透明度8m)

北半分の水辺を水面より直接観察しながら採集器を

用いて調査したが，生育は確認されなかった。維管束植

物は獅子ヶ鼻付近でヒルムシロ科の一種が確認された。

1948年頃昭和電工が水力発電を実施した結果，渇水

期(冬期)には 21m水面が低下する様になり，それ以

来沈水生の水草は殆ど無くなったとの事であった(地

元の元漁業関係者の情報による)。また，1980年代にソ

ウギョが放流されているとの事でもあった。なお，

Kas紘i(1964)には青木湖についての記載はないが，
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Table 1. Comparison of charalean taxa found in 14 lakes before 1964 (K田政i1964) 血 dd町ing1993-19ヲ4.

Lakes before 1964 • 

Lake Onuma (8) d Nitella flexiJis var. flexiJis 

Chara bra山1ii

C. globuJaris v町 .globularis 

Lake Kasumigaura N.hyal白a
(21) C. braunii 

C. corallina 

C. grobuJaris v町 .globularis 

Lake Chuzenji (22) N. flexilis var. flexiJis 

N. flexilis v町 .bifurcata 

C. braunii 

C. globuJaris var. globularis 

Lake Yunoko (23) N. flexilis v町 .longifoJia f 

C. globuJaris var. globuJaris 

Lake Inba N. acum白a飽var.capituJifera 
Lake North Inba N.hyal白a
(26) C. benthamii var. benthamii 

C.b周回ii

C. coralJina 

C. globuJaris var. globularis 

C. zeylanica 

Lake Tega (27) N.ac凹凶natavar. capituJifera 

N. flexilis var. longi.ゐlia

N.晶m:atavar. fallosa 

N.hyaJina 

N.imahorii 

(= To/ypelJa graciJis) 

N.moro昭iiv町 .spiciformお

N. orien凶1s

C. braunii 

C. coraJlina 

C. globuJaris var. globularis 

Lake Ashinoko N. batracho呼却nη剖
(28) N. flexiJis v紅 .flexilis 

N. gracilens 

N. hyaJiJ祖

N. pseudoflabelJata 

f. macrophylJa 

Nitello戸isobtusa 

C.braunii 

C. coraJJina 

C.globuJ.副"isv町'.globularis 

C. globularis v町'.hakonensis 

1993-1994 

b Notfound 

b Notfound 

b N. f1exiJis var. f1exilis 

C. braunii 

C.gJlめuJarisvar. gJlぬ凶直is

Other information d山畑g1993-1994 

Maα"0配OplCgroW由ofcyanobacteria 

Artificial introduction of gr踊scarps 

1R e = O.5-1.6m 

Water bloom of cyanobacteria 

1R = O.3-O.8m 

τ'R= 11-12m 

b N. f1exilis var.longifoJia 1R = 4-5m 

C.gJobuL剖'svar.gJobuJaris 

bNotfound Wa旬rbl∞mof cyanobacteria 
τ'R = 0.4-1m 

b Notfound 

巴N.f1exiJis var. f1exiJis 

C. braunii 

C.gJobuJ.尉isvar.gJobuJatお

Water bloom of cy胡 obacteria

1R=O.5m 



Table 1. (continued) 

Lakes before 1964 ' 

Lake Yamanaka Nitella flexiIis var. flexiIis 

(29) N. hyalina 

Nitellopsis obtusa 

C. braunii 

C. globularis var. globularis 

Lake Kawaguchi Nitella flexilis var. flexiIis 

(30) N.grι-ilens 

Nitellopsis obtusa 

C. br富山山

C. globuJ.白1Svar. globuJaris 

Lake Suwa (32) Nitella flexiIis var. flexilis 

C. braunii 

LakeK包紘 (33) N. flexilis var. flexilis 

N. minispora 

C. braunii 

Lake Nojiri (35) N. flexiIis var. flexiIis 

N. furcata var.民IIcata

N.g四cilens

N. morongii v訂 spicifonnis

Nitellopsis obtusa 

C. benthamii var. ben的副担11

C. braunii 

C. sej叩 cta

Lake Aoki Not found 

車軸藻類の分布

1993-1994 

， N. flexilis var. flexilis 

C. bra凹lIi

C. globularis var. globularis 

， N. flexiIis v町 .flexilis 

C. braunii 

C. globuJaris var. globulan・s

b Notfound 

b Not found 

， Notfound 

b Not found 

O出erinforrnation d町時 1993-1994

Macroscopic growth of cyanobacteria 

TR = 0.5-0.6m 

Artificia1 introduction of grass carps 

TR=5-6m 

Art泊cia1introduction of grass carps 

TR = 3-5 m (叩publisheddata) 
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Artificia1 fluctuation of water level (6-8m) 

for hydroelectricity and excavation of fossil 

elephants' 

Artificia1 introduction of grass carps 

TR=8m 

Articifia1 fluctuation of water level (21 m) 

for hydr田 lec凶Clty

a: From Kasaki (1964) except for Lake Aoki， which was surveyed ne町 1960by Kasaki (unpublished da阻)，b: From present study， c : 

Basedon Nozはiet al. (1994) ， d: Number oflake corresponds to白紙泊Fig.l，e:Tr叩 sp師 ncyof lake water， f: Forrna1ly identified出 N.

flexiIis var. flexiIis (K邸紘j1964) ，g ・Unpublisheddata of Nojiri-ko Museum. 

1960年頃に本湖沼を調査し，車軸藻類が生育していな

かった事を確認している(加崎未発表)。

1叩o.長野県諏訪湖(Iω99舛4年1ω0月2泊8日，水j温旦1η7'C，pH7.5
7.6，透明度O.5-0.6m)

Microcystis spp.等の藍藻の塊は発生していたが，水

の華状態にはなっていなかった。南岸の終末処理場付

近の沖の浅瀬を3ケ所(信州大学臨湖実験所の広田氏

の情報による)と西岸の湊付近 (1970年頃ホシツリモ

らしき車軸藻を確認していたところ;加崎未発表)で

採集器を用いて調査したが確認された種はなかった。

セキショウモ，コカナダモ，アサザが終末処理場付近の

沖で生育していた。

湖のすべてがコンクリート岸となっているとのこと

であった(信州大学臨湖実験所の情報による)。

考察

Table 1に示す様に， 14湖沼中9湖沼で車軸藻の生育

は確認できなつかた。そのうち青木湖では1960年頃に

車軸藻類が生育していなかった(加崎未発表)。残る

8湖沼ではここ30年の聞に車軸藻類は消滅した可能性

が高い。 5湖沼(霞ヶ浦，印搭沼，北印勝沼，手賀沼，諏

訪湖)では透明度が1m以下になっており ，Microcystis 
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spp.等の藍藻の塊または水の華の発生が認められた。

これらの事実だけで車軸藻が生育できなくなった原因

を特定することはできない。しかし，車軸藻類の消滅

の原因としては，近年の人為的な排水等の流入による

湖沼の汚染が湖水の透明度を低下させ，車軸藻類の生

育する湖底に十分な量の光が供給されなくなったこと

や水中の農薬等の有害化学物質による影響が考えられ

る。また，車軸藻類が消滅した可能性のあるこれらの

湖においては，沈水生の維管束植物の生育が確認され

る所もある。これは，水生維管束植物のいくつかの種

が車軸藻類よりも水質の汚染に強い可能性を示すもの

とも考えられるので，今後の両者の水環境汚染への耐

性の研究が期待される。一方，透明度が1m以上で，車

軸藻類が生育していない4湖沼(大沼湖，木崎湖，野尻

湖，青木湖)では，ソウギョが放流されている(桜井

1985，野崎他 1994)。その内の野尻湖および青木湖で

は水力発電等の為の急激な水位変動が実施されている

(但し，青木湖の水位変動が実施される 1948年以前の

車輪藻類の生育のデータはない)。従って，これらの湖

沼における車軸藻類の減少・消滅の原因として，ソウ

ギョによる摂食(桜井 1985を見よ)及び水位変動に

よる湖底の車軸藻帯の露出が考えられる。この点につ

いても研究が待たれる。

一方，車軸藻類の生存の確認された5湖沼はすべて

山間にあり，観光地でもあるため，ある程度水質の汚濁

が規制されている場所である。しかし，これらの5湖

沼でも車軸藻類の種類数は激減しており (Table1) ，こ

れらの湖沼に於ける水環境の悪化と車軸藻類自体の危

機的状況が伺える。

今回と前回(野崎他 1994)で調査した 14湖沼にお

いては，K泌総i(1964)によると22種類の車軸藻類が確

認されている。この中で8種類は湖沼に特有であり，池

や水田には生育しない(広瀬・山岸 1977)。しかし，今

回と前回の調査でその生存が確認されたものはわずか

4種類(シヤジクモ，カタシヤジクモ，ヒメフラスコモ，

オオフラスコモ)である (Table1)。この中でも，カタ

シヤジクモは湖沼特有種であり(広瀬・山岸1977)，緊

急な保護対策が必要と考えられる。また， 14湖沼から

消滅した可能性のある車軸藻の中で，湖沼に特有で，こ

れらの場所以外日本では発見されていないものとして

は，ホシツリモとハコネシヤジクモ(野崎他 1994)

チュウゼンジフラスコモ (Nitellaflexilis var. bifurcata 

Kasakj)及びキザキフラスコモ (Nitella minispora 

Imah. et Suga)の4種類が挙げられる。後者3種類は

日本固有である (Wood1965)。このうち，チユウゼン

ジフラスコモについては中禅寺湖での生育が確認され

ていた東岸 (Kasaki1964)の調査が今回は実施されな

かったため，現時点ではその存否については結論づけ

る事はできない。しかし，少なくともハコネシヤジク

モとキザキフラスコモの2種類が絶滅している可能性

が高いこととなる。

以上のように現在，水環境破壊の為に日本の車軸藻

類全体が危機的状況にある事は間違いない。特に湖沼

に特有な種類については今後の調査でその実体が明ら

かになるだろう。その中で，多くの車軸藻類が存続す

る湖沼が残されていれば，湖沼とそれを取り巻く環境

全体を保護する対策が必要と考えられる。しかし，こ

の対策を実現していくには政治・経済的な拘束があり，

かなりの困難が予想される。従って，絶滅が危倶され

る車軸藻類の種類を生きた状態で後世に伝えてゆくに

は，それらの培養株を確立し，人工的な環境で存続・維

持させる事が必要となってくる。
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